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研究要旨：新生児の難聴のスクリーニング法は、１９７０年の聴性脳幹反応（ＡＢＲ）の発見で他覚的検査法とし確立した。

ＡＢＲは、正常新生児、およびハイリスク児を対象に研究され信頼できるものであることが証明された。すなわち、ＡＢＲの

域値は新生児では成人に比し１０～２０dB 高いだけで睡眠下に記録できるため信頼できるからである。ただし、ＡＢＲは睡

眠を誘導しなければならないこと、記録のために、技術を習得する必要がある。この２つの点を補うべく登場したのがＡＢＲ

の原理を生かしたＡＬＧＯII である。われわれはＡＢＲとＡＬＧＯII を比較検討したところ、ＡＬＧＯII もスクリーニングに

役に立つことがわかった。ただし、１回ごとの使い捨てのヘッドフォン部分が高価であることが欠点である。一方、全く異な

る原理と起源の耳音響反射が新生児の難聴のスクリーニング法として欧米で広く用いられ、とくに歪成分耳音響放射（ＤＰＯ

ＡＥ）が容易に記録出来るようになり普及した。われわれはＡＢＲとＤＰＯＡＥを比較検討したところ、ＤＰＯＡＥも新生児

難聴のスクリーニングに効果のあることがわかった。いずれの検査法を選ぶかは、各施設の考え方によろう。

Ａ.研究目的

新生児難聴の他覚的検査法は技術開発の歴史でもある。

先天性難聴児は２０００の出生に対し１人の頻度と推定さ

れている。一方、ＮＩＣＵのハイリスク児では１００人に

１人の頻度で高い。１９７０年に発見された聴性脳幹反応

（ＡＢＲ）が、わが国でも新生児の難聴の診断に用いられ

るようになったのは１９７５年以降である。ＡＢＲは末梢

の聴器と脳幹に起源を持つので難聴と脳幹障害が同時に検

査できるのが利点であるが睡眠状態が必要である。検査に

も習熟しなければならない。検査時間も少くとも３０分は

必要である。これに対しＡＬＧＯII というスクリーニング

用のＡＢＲが米国で開発され商業化された。ただし、結果

は、合格、不合格としてしか出ない。一方、過去４～５年、

耳音響反射の中のＤＰＯＡＥが欧米では新生児の難聴のマ

ス・スクリーニングに積極的に用いられるようになった。

われわれは、ＡＢＲを中心におき、他の検査法と比較し検

討したので報告する。

Ｂ.研究方法

対象にはＮＩＣＵの新生児２０例である。検査方法は

ＡＢＲを検査の中心とし、楽器音やインフォントオージオ

による行動観察の他、ＤＰＯＡＥで調べた。

Ｃ.研究結果

ＡＢＲが正常であったものでＤＰＯＡＥが正常であっ

たものが８０％で、ＤＰＯＡＥが無反応であったものが２

０％であった。ＡＢＲが無反応でＤＰＯＡＥが正常であっ

たものは０％で、ＤＰＯＡＥも無反応であったものが１例

であった。

Ｄ.考察

ＡＢＲは正常新生児やＮＩＣＵのハイリスク児であれ、

極めて信頼の出来る検査で、難聴の診断と脳幹の発達の障

害が同時に検査できるので、良い検査法である。ただし、

記録には技術の習得が必要なこと、睡眠を導入する必要が

あることが問題点である。ＡＬＧＯII は、ＡＢＲのスクリ

ーニング機として開発され米国で使われている。結果が合

格あるいは不合格として出るがＡＢＲの波形は出現しない

ので不安はあるがＡＢＲの結果とよく相関すると報告され

ている。しかし、ＡＬＧＯII の問題点は耳にあてる音を与

える部分が使い捨てで約３０００円もすることである。Ａ

ＢＲ検査の保険点数が７０００円であるからコストパフォ

ーマンスに問題がある。ＡＢＲに熟練したものなら、１５

分ほどで検査を終了させることが出来るので、病院経営の

立場からどちらを選ぶか決断が迫られるであろう。

ＤＰＯＡＥは、起源が内耳に限定されてはいるが、わ

ずか数分で検査が可能である。そのため欧米の新生児の難

聴のスクリーニングの主流となっている。われわれの研究

でもＡＢＲとＤＰＯＡＥの結果によく対応していた。いず

れの検査を用いるかは、対象、目的、時間効率、経済性を

考慮して選択すべきであろう。

Ｅ.結論

新生児の難聴のスクリーニングにはＡＢＲ、ＡＬＧＯII、

ＤＰＯＡＥのいずれも有用である。いずれを用いるかの選

択は、対象、目的、時間効率、経済性を考えて、それぞれ

の施設で認めるべきことであろう。
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